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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送波を受信する第１チューナを備える放送番組表示装置であって、当該放送番組表示
装置には、前記放送波を受信する第２チューナを備える記録再生装置が接続されており、
　前記第１チューナを介して受信した放送波に含まれる複数の放送番組の中から、当該放
送番組表示装置において再生中の放送番組のチャンネルを特定する制御手段と、
　当該放送番組表示装置における前記放送番組に対応する映像音声データの入力経路を、
前記第１チューナから前記記録再生装置に切り換えることを示す第１切換指示を受信する
操作入力手段と、
　受信した前記第１切換指示に従って、当該放送番組表示装置における前記入力経路を変
更する入力切換手段と、
　前記制御手段において特定された前記チャンネルを示すチャンネル情報を含む選局コマ
ンドを、切り換え後の入力経路に係る記録再生装置に送信するコマンド入出力手段と、
　切り換え後の前記入力経路に係る前記記録再生装置から前記チャンネル情報が示すチャ
ンネルに対応する映像音声データを受信し、再生のためのデータ処理を行うデータ処理手
段とを備え、
　前記コマンド入出力手段は、さらに、前記選局コマンドを送信する前に、
　前記記録再生装置に対して映像音声データの出力を促す出力開始指示コマンドを送信し
、当該出力開始指示コマンドの送信後に、前記記録再生装置から前記出力開始指示コマン
ドに対する応答である出力開始通知コマンドを受信した場合に、前記第１切換指示を前記
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入力切換手段に送信する
　ことを特徴とする放送番組表示装置。
【請求項２】
　前記コマンド入出力手段は、
　赤外線信号によって、前記選局コマンドを前記記録再生装置に送信する赤外線送信部を
備える
　ことを特徴とする請求項１記載の放送番組表示装置。
【請求項３】
　前記放送番組表示装置には、さらに、切換インタフェース装置が接続されており、
　前記切換インタフェース装置は、前記記録再生装置とは異なる１又は複数の他の記録再
生装置との接続が可能であり、
　前記放送番組表示装置における前記制御手段は、さらに、当該放送番組表示装置におけ
る前記入力経路を、前記第１チューナから前記切換インタフェース装置に切り換えること
を示す第２出力開始通知コマンドを受信し、
　前記放送番組表示装置における前記入力切換手段は、さらに、前記第２出力開始通知コ
マンドに従って、当該放送番組表示装置における前記入力経路を前記切換インタフェース
装置に変更し、
　前記切換インタフェース装置は、
　前記第２出力開始通知コマンドを受信する第２コマンド入出力手段と、
　前記他の記録再生装置から前記第２出力開始通知コマンドを受け取った場合には、前記
放送番組表示装置における前記入力経路を前記第１チューナから前記他の記録再生装置に
切り換える第２入力切換手段と、
　前記他の記録再生装置から出力された映像音声データを前記放送番組表示装置の前記入
力切換手段に送信するデータ入力手段とを備える
　ことを特徴とする請求項１記載の放送番組表示装置。
【請求項４】
　前記放送番組表示装置は、さらに、
　無線ＬＡＮによって前記記録再生装置に接続されている
　ことを特徴とする請求項１記載の放送番組表示装置。
【請求項５】
　放送波を受信する第１チューナを備える放送番組表示装置と前記放送波を受信する第２
チューナを備える記録再生装置とを有する放送番組表示システムにおける放送番組表示方
法であって、前記記録再生装置は前記放送番組表示装置に接続されており、
　前記第１チューナ又は前記第２チューナを介して受信した放送波に含まれる複数の放送
番組の中から、前記放送番組表示装置が再生中の放送番組のチャンネルを特定する制御手
段における制御ステップと、
　前記放送番組表示装置における前記放送番組の受信経路を、前記第１チューナから前記
記録再生装置に、又は前記記録再生装置から前記第１チューナに切り換えることを示す第
１切換指示を受信する操作入力手段における操作入力ステップと、
　受信した前記第１切換指示に従って、前記放送番組表示装置における入力経路を変更す
る入力切換手段における入力切換ステップと、
　前記制御ステップにおいて特定された前記チャンネルを示すチャンネル情報を、切り換
え後の入力経路に係る前記記録再生装置又は前記第１チューナに送信するコマンド入出力
手段におけるコマンド入出力ステップと、
　切り換え後の前記入力経路に係る前記記録再生装置又は前記第１チューナから前記チャ
ンネル情報が示すチャンネルに対応する映像音声データを受信して再生のためのデータ処
理を行うデータ処理手段におけるデータ処理ステップとを含み、
　前記コマンド入出力ステップでは、さらに、前記選局コマンドを送信する前に、
　前記記録再生装置に対して映像音声データの出力を促す出力開始指示コマンドを送信し
、当該出力開始指示コマンドの送信後に、前記記録再生装置から前記出力開始指示コマン
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ドに対する応答である出力開始通知コマンドを受信した場合に、前記第１切換指示を前記
入力切換手段に送信する
　ことを特徴とする放送番組表示方法。
【請求項６】
　放送波を受信する第１チューナを備える放送番組表示装置に用いられる、コンピュータ
に実行させるためのプログラムであって、当該放送番組表示装置には、前記放送波を受信
する第２チューナを備える記録再生装置が接続されており、
　前記プログラムは、
　前記第１チューナを介して受信した放送波に含まれる複数の放送番組の中から、当該放
送番組表示装置において再生中の放送番組のチャンネルを特定する制御手段における制御
ステップと、
　当該放送番組表示装置における前記放送番組に対応する映像音声データの入力経路を、
前記第１チューナから前記記録再生装置に切り換えることを示す第１切換指示を受信する
操作入力手段における操作入力ステップと、
　受信した前記第１切換指示に従って、当該放送番組表示装置における前記入力経路を変
更する入力切換手段における入力切換ステップと、
　前記制御ステップにおいて特定された前記チャンネルを示すチャンネル情報を含む選局
コマンドを、切り換え後の入力経路に係る記録再生装置に送信するコマンド入出力手段に
おけるコマンド入出力ステップと、
　切り換え後の前記入力経路に係る前記記録再生装置から前記チャンネル情報が示すチャ
ンネルに対応する映像音声データを受信し、再生のためのデータ処理を行うデータ処理手
段におけるデータ処理ステップとを含み、
　前記コマンド入出力ステップでは、さらに、前記選局コマンドを送信する前に、
　前記記録再生装置に対して映像音声データの出力を促す出力開始指示コマンドを送信し
、当該出力開始指示コマンドの送信後に、前記記録再生装置から前記出力開始指示コマン
ドに対する応答である出力開始通知コマンドを受信した場合に、前記第１切換指示を前記
入力切換手段に送信する
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項７】
　放送波を受信する第１チューナを備える放送番組表示装置に用いられる集積回路であっ
て、前記放送番組表示装置には、前記放送波を受信する第２チューナを備える記録再生装
置が接続されており、
　前記集積回路は、
　前記第１チューナを介して受信した放送波に含まれる複数の放送番組の中から、当該放
送番組表示装置において再生中の放送番組のチャンネルを特定する制御手段と、
　当該放送番組表示装置における前記放送番組に対応する映像音声データの入力経路を、
前記第１チューナから前記記録再生装置に切り換えることを示す第１切換指示を受信する
操作入力手段と、
　受信した前記第１切換指示に従って、当該放送番組表示装置における前記入力経路を変
更する入力切換手段と、
　前記制御手段において特定された前記チャンネルを示すチャンネル情報を含む選局コマ
ンドを、切り換え後の入力経路に係る記録再生装置に送信するコマンド入出力手段と、
　切り換え後の前記入力経路に係る前記記録再生装置から前記チャンネル情報が示すチャ
ンネルに対応する映像音声データを受信し、再生のためのデータ処理を行うデータ処理手
段とを備え、
　前記コマンド入出力手段は、さらに、前記選局コマンドを送信する前に、
　前記記録再生装置に対して映像音声データの出力を促す出力開始指示コマンドを送信し
、当該出力開始指示コマンドの送信後に、前記記録再生装置から前記出力開始指示コマン
ドに対する応答である出力開始通知コマンドを受信した場合に、前記第１切換指示を前記
入力切換手段に送信する
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　ことを特徴とする集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線放送又は有線放送の番組を受信して再生する際の選局制御技術に関し、
特に、共に無線放送等の番組を受信して再生し得る放送番組表示装置および記録再生装置
において、受信経路に拘らず同一番組の継続視聴を可能とする選局制御技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、テレビ受像機（以下「テレビ」という。）は、ＴＶ放送（「テレビ放送」とも
記す。）を受信して視聴するだけでなく、ＶＴＲ（Video Tape Recorder）やＤＶＤレコ
ーダのようなビデオ機器を接続し、それらの機器で再生したコンテンツを提示したり、接
続した家庭用ゲーム機を介してゲームコンテンツの提示を行う。そのため、テレビにはＴ
Ｖ放送を受信するためのアンテナ端子に加えて、１個もしくは複数個の外部入力端子が備
えられていることが多い。ユーザは、目的に応じて、これらの外部入力をリモコンや本体
上のボタンなどを用いて切り換えている。
【０００３】
　また、一般にビデオ機器にはチューナが搭載されており、ＴＶ放送の受信が可能な場合
が多く、蓄積コンテンツの再生を行っていない場合は、受信したＴＶ放送をテレビ等の表
示装置に出力するのが一般的である。そのため、テレビの外部入力をビデオ機器等に切り
換えても、ＴＶ放送を視聴することは可能である。
【０００４】
　そこで、テレビとビデオ機器との間でやり取りするコマンドを用いて、自動的にテレビ
における映像音声データの入力経路を（例えば、内蔵のチューナから外部入力端子に接続
されているビデオ機器に）切り換える装置や方法等について規格化がなされている。
【０００５】
　例えば、テレビやビデオ機器などが連携して動作するためのコマンドが規定されている
（例えば、非特許文献１を参照）。これによると、例えばビデオ機器が再生を開始した時
に、ビデオ機器はテレビに出力開始通知コマンドを発行することで、自動的にテレビの外
部入力をビデオ機器に切り換え、ビデオ機器において再生したコンテンツをテレビ上で表
示させることができる。
【０００６】
　また、ユーザからの操作により、テレビで視聴したいビデオ機器が選択された時に、テ
レビからそのビデオ機器に出力開始指示コマンドを送ると、そのビデオ機器からテレビに
出力開始通知コマンドが発行される。このようなコマンドのやり取りによって、テレビの
外部入力をビデオ機器に切り換え、ビデオ機器が再生したコンテンツをテレビ上で表示さ
せることができる。
【０００７】
　さらに、テレビとビデオ機器との間に、リピータ機器や入力切換機器（セレクタ）が接
続されている場合であっても、リピータ機器や入力切換機器が出力開始通知コマンドなど
に正しく応答することで、ビデオ機器が再生したコンテンツをテレビ上に表示させること
が可能となる。
【非特許文献１】ＨＤＭＩ－ＣＥＣ規格（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉ
ｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｖｅｒｓｉｏｎ　１．
２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来技術においては、以下のような問題がある。つまり、テレビにおけ
る外部入力を、例えばビデオ機器に切り換えた時には（一般的なテレビのリモコンなどに
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よる手動入力切換であっても、上記非特許文献１に記載されている自動入力切換であって
もよい）、ビデオ機器において設定されているテレビ番組のチャンネルが、それまでテレ
ビで視聴していたテレビ番組のチャンネルとは必ずしも一致しない場合がある。この場合
、同じ番組を視聴したいユーザは、外部入力を切り換えた後に（又は切り換える前に）、
ビデオ機器のチャンネルを修正（又は設定）しなければならず、非常に煩雑である。
【０００９】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、ＴＶ放送の受信機器を放送番組
表示装置（テレビ）のチューナから外部入力用の記録再生装置（ビデオ機器）に切り換え
た場合であっても、それまで放送番組表示装置で受信していた番組と同じ番組を継続して
視聴することが可能な放送番組表示装置を提供することを第１の目的とする。
【００１０】
　さらに、本発明は、ＴＶ放送の受信機器を、外部入力用の機器である記録再生装置から
放送番組表示装置のチューナに切り換えた場合であっても、それまで記録再生装置で受信
していた番組と同じ番組を継続して視聴することが可能な放送番組表示装置を提供するこ
とを第２の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した課題を解決するために、本発明に放送番組表示装置は、放送波を受信する第１
チューナを備える放送番組表示装置であって、当該放送番組表示装置には、前記放送波を
受信する第２チューナを備える記録再生装置が接続されており、前記第１チューナを介し
て受信した放送波に含まれる複数の放送番組の中から、当該放送番組表示装置において再
生中の放送番組のチャンネルを特定する制御手段と、当該放送番組表示装置における前記
放送番組に対応する映像音声データの入力経路を、前記第１チューナから前記記録再生装
置に切り換えることを示す第１切換指示を受信する操作入力手段と、受け付けた前記第１
切換指示に従って、当該放送番組表示装置における前記入力経路を変更する入力切換手段
と、前記制御手段において特定された前記チャンネルを示すチャンネル情報を含む選局コ
マンドを、切り換え後の入力経路に係る記録再生装置に送信するコマンド入出力手段と、
切り換え後の前記入力経路に係る前記記録再生装置から前記チャンネル情報が示すチャン
ネルに対応する映像音声データを受信し、再生のためのデータ処理を行うデータ処理手段
とを備える。
【００１２】
　これにより、ＴＶ放送の受信機器を、放送番組表示装置のチューナから外部入力用の記
録再生装置に切り換えた場合であっても、それまで放送番組表示装置で受信していた番組
と同じ番組を継続して視聴することが可能となる。
【００１３】
　また、前記コマンド入出力手段は、赤外線信号によって前記選局コマンドを前記記録再
生装置に送信する赤外線送信部を備えることとしてもよい。
【００１４】
　また、前記コマンド入出力手段は、さらに、前記選局コマンドを送信する前に、前記記
録再生装置に対して映像音声データの出力を促す出力開始指示コマンドを送信することと
してもよい。
【００１５】
　また、前記コマンド入出力手段は、さらに、前記出力開始指示コマンドの送信後に、前
記記録再生装置から前記出力開始指示コマンドに対する応答である出力開始通知コマンド
が受信された場合に、前記選局コマンドを送信することとしてもよい。
【００１６】
　また、前記コマンド入出力手段は、さらに、前記選局コマンドを送信した後に、前記記
録再生装置に対して映像音声データの出力を促す出力開始指示コマンドを送信することと
してもよい。
【００１７】
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　また、前記放送番組表示装置は、さらに、無線ＬＡＮによって前記記録再生装置に接続
されていてもよい。
【００１８】
　さらに、前記放送番組表示装置は、前記記録再生装置から放送番組に係る映像音声デー
タを受信するデータ入力手段を備え、データ処理手段は、さらに、受信した前記映像音声
データに対して再生のためのデータ処理を行い、前記操作入力手段は、さらに、前記映像
音声データの入力経路を前記記録再生装置から前記第１チューナに切り換えることを示す
第２切換指示を受信し、前記コマンド入出力手段は、さらに、前記記録再生装置に対して
、当該記録再生装置において選局されている放送番組のチャンネルを示すチャンネル情報
を含む選局コマンドの送信を要求する選局送信指示コマンドを送信すると共に、当該記録
再生装置から前記選局コマンドを受信し、前記制御手段は、さらに、受信した前記選局コ
マンドから前記記録再生装置において再生中の放送番組のチャンネルを特定し、当該特定
したチャンネルに合うように前記第１チューナのチャンネルを変更し、前記入力切換手段
は、さらに、受信した前記第２切換指示に従い、前記入力経路を前記記録再生装置から前
記第１チューナに切り換えることを特徴とする。
【００１９】
　これにより、ＴＶ放送の受信機器を、外部入力用の記録再生装置から放送番組表示装置
のチューナに切り換えた場合であっても、それまで記録再生装置で受信していた番組と同
じ番組を放送番組表示装置で継続して視聴することが可能となる。
【００２０】
　なお、本発明は、上記放送番組表示装置又は記録再生装置における特徴的な構成手段を
ステップとする放送番組表示方法若しくは放送番組再生方法、又は集積回路として実現し
たり、上記方法の各々のステップをパーソナルコンピュータ等に実行させるプログラムと
して実現することもできる。そして、そのプログラムをＤＶＤ等の記録媒体やインターネ
ット等の伝送媒体を介して広く流通させることができるのは云うまでもない。
【００２１】
　さらに、本発明は、上記放送番組表示装置と記録再生装置とを有する放送番組表示シス
テムとして実現することもできる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明により、放送番組表示装置（テレビ）のＴＶ放送の受信機器を外部入力用の記録
再生装置（ビデオ機器）に切り換えた場合であっても、それまで放送番組表示装置で受信
していた番組と同じ番組を継続して視聴することができる。
【００２３】
　さらに、本発明は、ＴＶ放送の受信機器を、外部入力用の機器である記録再生装置から
放送番組表示装置に切り換えた場合であっても、それまで記録再生装置で受信していた番
組と同じ番組を継続して視聴することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明に係る実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、本発明
について、以下の実施の形態および添付の図面を用いて説明を行うが、これは例示を目的
としており、本発明がこれらに限定されることを意図しない。例えば、下記のテレビは放
送番組表示装置の一例であり、ＤＶＤレコーダは記録再生装置の一例である。
【００２５】
　（実施の形態１）
　以下、本実施の形態における放送番組表示システム１００について、図１から図３を参
照しながら説明する。図１に示されるように、放送番組表示システム１００は、ＤＶＤレ
コーダ１０１とテレビ１３１を有する。図１は、放送番組表示システム１００におけるテ
レビ１３１とＤＶＤレコーダ１０１の機能構成を示すブロック図である。
【００２６】
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　図１に示されるように、ＤＶＤレコーダ１０１は、アンテナ１１３を介して受信した放
送波を復調して映像音声データを抽出してテレビ１３１に出力する機能、およびＤＶＤ－
ＲＡＭディスク１１１に映像音声データを記録し、又はＤＶＤ－ＲＡＭディスク１１１か
ら読み出した映像音声データを再生する機能を備える装置であり、制御部１０２、チュー
ナ１０３、記録再生部１０４、エンコーダ１０５、デコーダ１０６、操作入力部１０７、
スイッチ１０８、データ出力インタフェース（以下「Ｉ／Ｆ」と記す）１０９、コマンド
入出力Ｉ／Ｆ１１０、データ処理部１１２およびアンテナ１１３を備える。
【００２７】
　制御部１０２は、例えばＲＡＭや制御プログラムを記憶するＲＯＭなどを備えるマイク
ロコンピュータであり、ＤＶＤレコーダ１０１全体を制御する。さらに、制御部１０２は
、操作入力部１０７を介して受け付けたユーザの指示に基づいて各部を制御する。加えて
、制御部１０２は、必要なコマンドを生成してコマンド入出力Ｉ／Ｆ１１０に出力し、さ
らに、コマンド入出力Ｉ／Ｆ１１０を介してテレビ１３１から受信したコマンドを解析し
、この解析内容に応じて各部を制御する。具体的には、制御部１０２は、テレビ１３１か
ら受信した選局コマンドに含まれるチャンネル情報に合うようにチューナ１０３に対して
放送番組のチャンネルの設定（又は変更）を指示したり、チューナ１０３において設定さ
れているチャンネルを特定し、チャンネル情報を含む選局コマンドを生成してコマンド入
出力Ｉ／Ｆ１１０を介してテレビ１３１に出力したりする。さらにまた、制御部１０２は
、スイッチ１０８を制御し、データ出力Ｉ／Ｆ１０９に出力する映像音声データの入力経
路を制御する。
【００２８】
　チューナ１０３は、アンテナ１１３を介してＴＶ放送波を受信して復調やエラー訂正等
を行い、ユーザから選択されたチャンネルの映像音声データをエンコーダ１０５及びスイ
ッチ１０８に出力する。記録再生部１０４は、エンコーダ１０５によって符号化されたデ
ータのＤＶＤ－ＲＡＭディスク１１１への記録、又はＤＶＤ－ＲＡＭディスク１１１から
データを読み出してデコーダ１０６に出力する。
【００２９】
　エンコーダ１０５は、チューナ１０３から受信した映像音声データに対して、ＭＰＥＧ
等の規格に従って符号化処理を行う。また、デコーダ１０６は、ＭＰＥＧ等の規格に従っ
て符号化されたデータについて復号化処理を行う。
【００３０】
　操作入力部１０７は、例えばリモコンや操作ボタン等（図示せず）を介してユーザから
の指示を受け付け、当該指示を示す情報を制御部１０２に通知する。
【００３１】
　スイッチ１０８は、データ処理部１１２に出力する映像音声データの入力経路の切り換
えを行う。この際、切り換えの対象となるデータは、チューナ１０３から受信した映像音
声データと記録再生部１０４によって読み出されたＤＶＤ－ＲＡＭディスク１１１に記録
されている映像音声データである。なお、スイッチ１０８は、制御部１０２の指示によっ
て上記切り換えを行う。
【００３２】
　データ出力Ｉ／Ｆ１０９は、データ処理部１１２から受信した映像音声データを、デー
タ用ケーブル１２２を介してテレビ１３１に出力する。
【００３３】
　コマンド入出力Ｉ／Ｆ１１０は、制御部１０２の指示に従い、コマンド用ケーブル１２
３を介してテレビ１３１（具体的には、コマンド入出力Ｉ／Ｆ１４０）とコマンドのやり
取りを行う。
【００３４】
　データ処理部１１２は、スイッチ１０８を介して入力した映像音声データをデータ出力
Ｉ／Ｆ１０９に出力する。このとき、データ処理部１１２は、制御部１０２からの指示に
応じて、チューナ１０３が受信しているチャンネルの番号を表示するためのデータを追加



(8) JP 4921376 B2 2012.4.25

10

20

30

40

50

するなど、出力する映像音声データに加工を加えることも行う。
【００３５】
　一方、テレビ１３１は、チューナを介して受信した放送波を復調して放送番組等を再生
するテレビジョン受像機であり、表示部１３２、スピーカ１３３、制御部１３４、データ
処理部１３５、チューナ１３６、スイッチ１３７、操作入力部１３８、データ入力Ｉ／Ｆ
１３９およびコマンド入出力Ｉ／Ｆ１４０を備える。なお、上記ＤＶＤレコーダ１０１の
データ出力Ｉ／Ｆ１０９とテレビ１３１のデータ入力Ｉ／Ｆ１３９はデータ用ケーブル１
２２で接続されている。また、ＤＶＤレコーダ１０１のコマンド入出力Ｉ／Ｆ１１０とテ
レビ１３１のコマンド入出力Ｉ／Ｆ１４０はコマンド用ケーブル１２３で接続されている
。
【００３６】
　表示部１３２は、例えば液晶パネルであり、データ処理部１３５から受信した映像デー
タに従って画像を表示する。スピーカ１３３は、データ処理部１３５から受信した音声デ
ータを音声に変換する。
【００３７】
　制御部１３４は、例えばＲＡＭや制御プログラムを記憶するＲＯＭなどを備えるマイク
ロコンピュータであり、テレビ１３１全体を制御する。さらに、制御部１３４は、操作入
力部１３８を介して受け付けたユーザの指示に基づいて各部を制御する。加えて、制御部
１３４は、必要なコマンドを生成してコマンド入出力Ｉ／Ｆ１４０に出力し、さらに、コ
マンド入出力Ｉ／Ｆ１４０を介してＤＶＤレコーダ１０１から受信したコマンドを解析し
、この解析内容に応じて各部を制御する。具体的には、制御部１３４は、ＤＶＤレコーダ
１０１から受信した選局コマンドに含まれるチャンネル情報に合うようにチューナ１３６
に対して放送番組のチャンネルの設定（又は変更）を指示したり、チューナ１３６におい
て設定されているチャンネルを特定し、チャンネル情報を含む選局コマンドを生成してコ
マンド入出力Ｉ／Ｆ１４０を介してＤＶＤレコーダ１０１に出力したりする。さらにまた
、制御部１３４は、スイッチ１３７を制御し、データ処理部１３５に出力する映像音声デ
ータの入力経路を制御する。
【００３８】
　データ処理部１３５は、スイッチ１３７を介して受け付けた映像音声データから映像デ
ータを分離して表示部１３２に出力する。さらに、データ処理部１３５は、スイッチ１３
７を介して受け付けた映像音声データから音声データを分離してスピーカ１３３に出力す
る。
【００３９】
　チューナ１３６は、アンテナ１２１を介してテレビ放送波を受信して復調やエラー訂正
等を行い、ユーザから選択されたチャンネルの映像音声データをスイッチ１３７に出力す
る。なお、チューナ１３６は、上記ＤＶＤレコーダ１０１におけるチューナ１０３と同等
の機能を有する。
【００４０】
　スイッチ１３７は、制御部１３４の指示に従ってデータ処理部１３５に出力する映像音
声データを選択する。具体的には、スイッチ１３７は、制御部１３４の指示に従い、デー
タ入力Ｉ／Ｆ１３９を介して受信した映像音声データおよびチューナ１３６を介して受信
した映像音声データの一方を選択する。
【００４１】
　操作入力部１３８は、例えばリモコンやスイッチ等（図示せず）を介して、ユーザから
、ＴＶ放送についての選局や映像音声データの入力経路についての切換指示等を受け付け
、これらの指示を示す情報を制御部１３４に通知する。
【００４２】
　データ入力Ｉ／Ｆ１３９は、データ用ケーブル１２２を介してＤＶＤレコーダ１０１の
データ出力Ｉ／Ｆ１０９から映像音声データを受け付け、スイッチ１３７に出力する。ま
た、コマンド入出力Ｉ／Ｆ１４０は、上記ＤＶＤレコーダ１０１におけるコマンド入出力
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Ｉ／Ｆ１１０と同等の機能を有する。
【００４３】
　次に、上記のように構成されるテレビ１３１において、外部入力用の機器の１つとして
ＤＶＤレコーダ１０１が接続されている場合の動作について説明する。
【００４４】
　図２は、テレビ１３１において、外部入力用の機器としてＤＶＤレコーダ１０１が選択
された時の、ＤＶＤレコーダ１０１およびテレビ１３１の動作を示す通信シーケンス図で
ある。また、図３は、その際にテレビ１３１の表示部１３２に表示される画面の遷移例で
ある。
【００４５】
　テレビ１３１は、本発明における放送番組表示装置の一例であり、また、ＤＶＤレコー
ダ１０１は、放送番組表示装置に接続される記録再生装置の一例である。
【００４６】
　なお、テレビ１３１において、外部入力用の機器としてＤＶＤレコーダ１０１が選択さ
れた場合の動作について説明する前に、ＤＶＤレコーダ１０１およびテレビ１３１の動作
について説明する。
【００４７】
　（１）ＤＶＤレコーダ１０１の動作
　操作入力部１０７は、ユーザの操作を介して「再生開始」や「再生停止」など、様々な
指示を受け付け、その指示を表す情報を制御部１０２に送信する。なお、この操作入力部
１０７には、ＤＶＤレコーダ１０１の本体前面等に設けられている操作ボタンを含んでい
てもよいし、ユーザが操作するリモコンから赤外線信号などの指示信号を受け付ける受光
器を含んでいてもよい。
【００４８】
　制御部１０２は、操作入力部１０７から受信した指示内容に応じて、ＤＶＤレコーダ１
０１の各部分の動作を制御する。
【００４９】
　以下、記録も再生も行っていない場合（放送波の受信装置として）の動作、記録動作、
再生動作およびコマンド送受信動作について説明する。
【００５０】
　（ａ）記録も再生も行っていない場合（放送波の受信装置として）の動作
　チューナ１０３は、アンテナ１１３で受信したＴＶ放送波の復調等を行った後、選局さ
れているチャンネルの映像音声データを取り出し、エンコーダ１０５とスイッチ１０８に
出力する。
【００５１】
　スイッチ１０８は、記録動作もしくは再生動作を行っていない場合には、チューナ１０
３から受け取った映像音声データをデータ処理部１１２に出力する。
【００５２】
　データ処理部１１２は、スイッチ１０８から受け取った映像音声データをデータ出力Ｉ
／Ｆ１０９に出力する。このとき、データ処理部１１２は、制御部１０２の指示に応じて
、例えば受信チャンネル番号表示を追加するなど、出力する映像音声データを加工しても
よい。
【００５３】
　データ出力Ｉ／Ｆ１０９は、データ処理部１１２から受け取った映像音声データを、デ
ータ用ケーブル１２２を通してテレビ１３１に出力する。
【００５４】
　操作入力部１０７は、ユーザから、受信するチャンネルを特定する選局指示を受け付け
、制御部１０２に出力する。
【００５５】
　制御部１０２は、操作入力部１０７を通してユーザによる選局指示を受け付けると、チ
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ューナ１０３に選局指示に対応するチャンネル情報を通知する。これにより、チューナ１
０３は、通知されたチャンネル情報によって特定されたチャンネルの映像音声データをス
イッチ１０８に出力する。
【００５６】
　なお、チューナ１０３で受信した映像音声データをそのまま出力した画面のことを、以
降「ＥＥ画面」と呼ぶことにする。
【００５７】
　（ｂ）記録動作
　制御部１０２は、操作入力部１０７を通してユーザによる録画指示を受け取ると、エン
コーダ１０５および記録再生部１０４に、選局されているチャンネルの映像音声データの
記録を指示する。
【００５８】
　エンコーダ１０５は、チューナ１０３から受け取った映像音声データを、ＤＶＤ－ＲＡ
Ｍディスク１１１の記録に適したデータに変換し、記録再生部１０４に出力する。記録に
適したデータとは、例えばＭＰＥＧ２―ＰＳ（Program Stream）形式のデータである。
【００５９】
　記録再生部１０４は、受け取ったデータをＤＶＤ－ＲＡＭディスク１１１に記録する。
【００６０】
　このときスイッチ１０８の入力は、チューナ１０３のままであり、データ出力Ｉ／Ｆ１
０９からはＥＥ画面に係る映像音声データが出力される。
【００６１】
　（ｃ）再生動作
　制御部１０２は、操作入力部１０７を通してユーザによる再生開始指示を受け取ると、
デコーダ１０６および記録再生部１０４に、ＤＶＤ－ＲＡＭディスク１１１から指定され
たコンテンツを読み出し、デコーダ１０６に出力するように指示する。また、制御部１０
２は、スイッチ１０８に、映像音声データの入力経路をデコーダ１０６に変更するように
指示する。
【００６２】
　スイッチ１０８は、制御部１０２から上記の指示を受け付けると、映像音声データの入
力経路をデコーダ１０６に変更する。
【００６３】
　記録再生部１０４は、ＤＶＤ－ＲＡＭディスク１１１から指定されたコンテンツのデー
タを読み出し、デコーダ１０６に出力する。
【００６４】
　デコーダ１０６は、受け取ったデータを映像音声データに変換し、スイッチ１０８に出
力する。
【００６５】
　スイッチ１０８は、デコーダ１０６受け取った映像音声データを、データ処理部１１２
に出力する。
【００６６】
　データ処理部１１２は、スイッチ１０８から受け取った映像音声データをデータ出力Ｉ
／Ｆ１０９に出力する。このとき、データ処理部１１２は、制御部１０２からの指示に応
じて、例えば「再生」という文字表示の追加等のために、出力する映像音声データを加工
してもよい。
【００６７】
　データ出力Ｉ／Ｆ１０９は、データ処理部１１２から受け取った映像音声データを、デ
ータ用ケーブル１２２を通してテレビ１３１に出力する。
【００６８】
　また、制御部１０２は、操作入力部１０７を通してユーザによる再生停止指示を受け取
ると、デコーダ１０６および記録再生部１０４に、ＤＶＤ－ＲＡＭディスク１１１からの
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再生を停止するように指示する。また、制御部１０２は、スイッチ１０８に、入力経路を
チューナ１０３に変更するように指示する。
【００６９】
　ＤＶＤ－ＲＡＭディスク１１１の再生が終了すると、ＤＶＤレコーダ１０１は、記録も
再生もしていない状態に戻り、データ出力Ｉ／Ｆ１０９からはＥＥ画面に係る映像音声デ
ータが出力される。
【００７０】
　（ｄ）コマンド送受信動作
　コマンド入出力Ｉ／Ｆ１１０は、コマンド用ケーブル１２３を介してテレビ１３１から
受信した出力開始指示コマンドを制御部１０２に送信する。制御部１０２は、出力開始指
示コマンドを受け取ると、コマンド入出力Ｉ／Ｆ１１０に出力開始通知コマンドの送信を
指示する。これにより、コマンド入出力Ｉ／Ｆ１１０は、出力開始通知コマンドを、コマ
ンド用ケーブル１２３を介してテレビ１３１に送信する。
【００７１】
　さらに、コマンド入出力Ｉ／Ｆ１１０は、コマンド用ケーブル１２３を介してテレビ１
３１から受信した選局コマンドを制御部１０２に送信する。制御部１０２は、受信した選
局コマンドに基づいて、放送番組の選局を行うようにチューナ１０３に指示する。
【００７２】
　具体的には、制御部１０２は、受信した選局コマンドに、例えば「１０ｃｈ」を示すチ
ャンネル情報が含まれている場合には、チューナ１０３に対して、「１０ｃｈ」を選局す
るように指示する。
【００７３】
　（２）テレビ１３１の動作
　操作入力部１３８は、ユーザの操作により、「入力切換」、「選局」および「外部入力
機器選択」など、様々な指示を受け付ける。なお、操作入力部１３８には、テレビ１３１
の本体に設置されている操作ボタンが含まれていてもよいし、ユーザが操作するリモコン
から赤外線信号などの指示信号を受け付ける受光器を含んでいてもよい。
【００７４】
　操作入力部１３８は、ユーザからの指示を受け付けると、その指示を表す指示情報を制
御部１３４に出力する。制御部１３４は、この指示情報の内容に応じてテレビ１３１の各
部分の動作を制御する。
【００７５】
　以下、テレビ１３１における手動入力切換動作、ＴＶ放送視聴動作、自動入力切換動作
およびコマンド送受信動作について説明する。
【００７６】
　（ａ）手動入力切換動作モード
　制御部１３４は、操作入力部１３８を介してユーザによる入力切換指示を受け取ると、
スイッチ１３７に入力経路を切り換える指示を送る。例えば、チューナ１３６からスイッ
チ１３７を介してデータ処理部１３５に映像音声データが出力されているときに、制御部
１３４から、データ入力Ｉ／Ｆ１３９に入力経路を切り換える指示を受け付けると、スイ
ッチ１３７は、データ入力Ｉ／Ｆ１３９から受け取った映像音声データをデータ処理部１
３５に出力するように入力経路を切り換える。
【００７７】
　（ｂ）ＴＶ放送視聴動作モード
　スイッチ１３７における入力経路がチューナ１３６に設定されている場合がＴＶ放送視
聴動作モードである。
【００７８】
　チューナ１３６は、アンテナ１２１を介して受信したＴＶ放送波の復調等を行った後、
選局されているチャンネルの映像音声データを取り出し、スイッチ１３７に出力する。ス
イッチ１３７は、チューナ１３６から受け取った映像音声データをデータ処理部１３５に
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出力する。
【００７９】
　データ処理部１３５は、スイッチ１３７から受け取った映像音声データのうち、映像デ
ータを表示部１３２に出力し、音声データをスピーカ１３３に出力する。このとき、デー
タ処理部１３５は、制御部１３４からの指示に応じて、出力する映像データを加工（例え
ば、映像データに受信中のチャンネル番号を表示するための映像データを追加）してもよ
い。
【００８０】
　（ｃ）自動入力切換動作
　コマンド入出力Ｉ／Ｆ１４０は、コマンド用ケーブル１２３を介してＤＶＤレコーダ１
０１からコマンドを受け取ると、制御部１３４に出力する。
【００８１】
　制御部１３４は、コマンド入出力Ｉ／Ｆ１４０から受け取ったコマンドが出力開始通知
コマンドである場合は、スイッチ１３７に、入力経路をデータ入力Ｉ／Ｆ１３９に切り換
える指示を送信する。これにより、スイッチ１３７は、映像音声データの入力経路をデー
タ入力Ｉ／Ｆ１３９に切り換える。
【００８２】
　（ｄ）コマンド送信動作
　制御部１３４は、必要に応じて、コマンド入出力Ｉ／Ｆ１４０に対して、コマンド送信
指示を送信する。
【００８３】
　コマンド入出力Ｉ／Ｆ１４０は、制御部１３４からコマンド送信指示を受け取ると、コ
マンド用ケーブル１２３を介してＤＶＤレコーダ１０１に指定されたコマンドを送信する
。送信するコマンドとしては、例えば、相手の機器（この場合は、ＤＶＤレコーダ１０１
）に対し、指定したチャンネルを選局するように指示する選局コマンドがある。
【００８４】
　（３）テレビ１３１で外部入力用の機器としてＤＶＤレコーダ１０１が選択された場合
の動作
　次に、テレビ１３１で外部入力用の機器としてＤＶＤレコーダ１０１が選択された場合
のＤＶＤレコーダ１０１およびテレビ１３１の動作、並びにテレビ１３１の表示画面の遷
移の様子について、図２および図３を用いて説明する。
【００８５】
　まず、テレビ１３１における映像音声データの入力経路はチューナ１３６に設定されて
おり、チューナ１３６で受信したＴＶ放送がユーザに提示されているものとする。このと
き、チューナ１３６では、受信している放送番組のチャンネルとして「１０ｃｈ」が選局
されているものとする。
【００８６】
　また、ＤＶＤレコーダ１０１は、再生も記録も行っておらず、スイッチ１０８における
入力経路はチューナ１０３に設定されているものとする。さらに、チューナ１０３では、
放送番組のチャンネルとして「４ｃｈ」が設定されているものとする。
【００８７】
　最初に、テレビ１３１において、ユーザの指示によって外部入力用の機器としてＤＶＤ
レコーダ１０１が選択されると（Ｓｔｅｐ２００）、テレビ１３１は、ＤＶＤレコーダ１
０１に出力開始指示コマンドを送信する（Ｓｔｅｐ２０１）。
【００８８】
　次に、ＤＶＤレコーダ１０１は、出力開始指示コマンドを受け取ると、テレビ１３１に
出力開始通知コマンドを送信する（Ｓｔｅｐ２０２）。
【００８９】
　テレビ１３１は、ＤＶＤレコーダ１０１から出力開始通知コマンドを受け取ると、スイ
ッチ１３７における入力経路をデータ入力Ｉ／Ｆ１３９に切り換える（Ｓｔｅｐ２０３）
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。
【００９０】
　さらにテレビ１３１は、ＤＶＤレコーダ１０１に、選局コマンドを送信する（Ｓｔｅｐ
２０４）。このとき、選局コマンドには、チューナ１３６で選局されているチャンネルを
示すチャンネル情報（図２の例では「１０ｃｈ」）が含まれている。
【００９１】
　この後、ＤＶＤレコーダ１０１は、テレビ１３１から選局コマンドを受け取ると、チュ
ーナ１０３における放送番組の選局を「１０ｃｈ」に設定し（Ｓｔｅｐ２０５）、「１０
ｃｈ」の放送番組の映像音声データをテレビ１３１に送信する（Ｓｔｅｐ２０６）。
【００９２】
　以上の動作において、テレビ１３１に表示される画面は図３のようになる。すなわち、
初期状態では、テレビ１３１が内蔵するチューナ１３６で受信した番組（１０ｃｈ）が視
聴されており、ユーザによってＤＶＤレコーダ１０１が外部入力用の機器として選択され
ると、テレビ１３１における映像音声データの入力経路はＤＶＤレコーダ１０１に切り換
わる（Ｓｔｅｐ２０３）と同時に、ＤＶＤレコーダ１０１のチューナ１０３で受信される
放送番組のチャンネルがテレビ１３１と同じ「１０ｃｈ」に変更される（Ｓｔｅｐ２０５
）。
【００９３】
　以上のように、本実施の形態に係る放送番組表示装置によれば、映像音声データの入力
経路を内蔵するチューナから外部入力用の記録再生装置（ＤＶＤレコーダ１０１）に切り
換えても、当該放送番組表示装置（テレビ１３１）で視聴していた番組を継続して視聴す
ることができる。
【００９４】
　なお、上記図２に示す通信シーケンス図において、チューナ１０３およびチューナ１３
６で選局されたチャンネル番号は一例である。
【００９５】
　また、上記ＤＶＤレコーダ１０１において、データ出力Ｉ／Ｆ１０９から映像音声デー
タの出力を開始する実際のタイミングは、出力開始通知コマンドの送信と同時でも構わな
いし、テレビ１３１における映像音声データの入力先がＤＶＤレコーダ１０１に切り換わ
った（即ち、スイッチ１３７の入力経路がデータ入力Ｉ／Ｆ１３９に切り換わった）時点
でも構わない。さらに、映像音声データをデータ出力Ｉ／Ｆ１０９から常時出力するよう
にしても構わない。
【００９６】
　（実施の形態２）
　上記実施の形態１では、テレビ１３１からＤＶＤレコーダ１０１に「出力開始指示コマ
ンド」を送信した後に「選局コマンド」を送信する実施例について説明したが、本実施の
形態では、先に「選局コマンド」を送信し、その後に「出力開始指示コマンド」を送信す
る実施例について説明する。なお、本実施の形態に係るテレビ１３１及びＤＶＤレコーダ
１０１の機能構成は、基本的に上記実施の形態１に係るものと同じである。
【００９７】
　図４は、本実施の形態に係る、テレビ１３１において外部入力用の機器としてＤＶＤレ
コーダ１０１を選択した時のテレビ１３１およびＤＶＤレコーダ１０１の動作を示す通信
シーケンス図である。
【００９８】
　まず、初期状態として、テレビ１３１の映像音声データの入力経路は、チューナ１３６
に設定されており、チューナ１３６で受信したＴＶ放送を視聴しているものとする。この
とき、チューナ１３６ではチャンネルとして「１０ｃｈ」が選局されているものとする。
【００９９】
　また、ＤＶＤレコーダ１０１は、再生も記録も行っておらず、スイッチ１０８はチュー
ナ１０３に接続されているものとし、チューナ１０３ではチャンネルとして「４ｃｈ」が
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選局されているものとする。
【０１００】
　最初に、テレビ１３１において、ユーザから外部入力用の機器として「ＤＶＤレコーダ
」が選択されると（Ｓｔｅｐ４００）、ＤＶＤレコーダ１０１に対して選局コマンドを送
信する（Ｓｔｅｐ４０１）。このとき、選局コマンドには、チューナ１３６で選局されて
いるチャンネル情報（図４の例では１０ｃｈ）がパラメータとして含まれている。
【０１０１】
　次に、ＤＶＤレコーダ１０１は、選局コマンドを受信すると、選局コマンドに含まれる
チャンネル情報（１０ｃｈ）に応じてチューナ１０３の選局を変更する（Ｓｔｅｐ４０２
）。
【０１０２】
　さらに、テレビ１３１は、上記選局コマンドを送信してから一定時間（例えば、０．１
秒）経過後、ＤＶＤレコーダ１０１に「出力開始指示コマンド」を送信する（Ｓｔｅｐ４
０３）。ＤＶＤレコーダ１０１は、出力開始指示コマンドを受け取ると、テレビ１３１に
出力開始通知コマンドを返信する（Ｓｔｅｐ４０４）。
【０１０３】
　出力開始通知コマンドを受信したテレビ１３１は、スイッチ１３７の入力経路をデータ
入力Ｉ／Ｆ１３９に切り換え（Ｓｔｅｐ４０５）、ＤＶＤレコーダ１０１に入力経路の切
換が完了したことを示す「切換完了コマンド」を送信する（Ｓｔｅｐ４０６）。
【０１０４】
　この後、ＤＶＤレコーダ１０１は、テレビ１３１に映像音声データを送信する（Ｓｔｅ
ｐ４０７）。なお、上記のテレビ１３１からＤＶＤレコーダ１０１への切換完了コマンド
の送信（Ｓｔｅｐ４０６）は、省略してもよい。
【０１０５】
　以上の動作において、テレビ１３１に表示される画面は、上記実施の形態１と同様の図
３のようになる。すなわち、初期状態では、テレビ１３１には内蔵するチューナ１３６で
受信した番組（１０ｃｈ）が表示されており、ユーザからＤＶＤレコーダ１０１が外部入
力用の機器として選択されると、ＤＶＤレコーダ１０１のチューナ１０３の選局がテレビ
１３１と同じ「１０ｃｈ」に変更される（図４のＳｔｅｐ４０２）と共に、テレビ１３１
の入力経路がＤＶＤレコーダ１０１に切り換わる（図４のＳｔｅｐ４０５）。
【０１０６】
　以上のように、チューナを有する外部入力用の機器を切り換えた場合でも、元々テレビ
１３１で視聴していた番組を継続して視聴することができるようになる。
【０１０７】
　なお、上記図４の通信シーケンス図において、チューナ１０３およびチューナ１３６で
選局される番組は別のチャンネルであっても構わない。
【０１０８】
　また、ＤＶＤレコーダ１０１における、データ出力Ｉ／Ｆ１０９から映像音声データの
出力を開始する実際のタイミングは、出力開始通知コマンドの送信と同時でも構わないし
、出力開始通知コマンドの送信から一定時間経過後でも構わないし、テレビ１３１におけ
る映像音声データの入力先がＤＶＤレコーダ１０１に切り替わった（すなわちスイッチ１
３７の入力経路がデータ入力Ｉ／Ｆ１３９に切り替わった）時点でも構わないし、もしく
は映像音声データをデータ出力Ｉ／Ｆ１０９に常時出力していても構わない。
【０１０９】
　（実施の形態３）
　上記実施の形態１および実施の形態２では、テレビ１３１において、その入力経路を内
蔵するチューナ１３６からＤＶＤレコーダ１０１に切り換えた場合でも継続して同じ番組
を視聴し得る実施例について説明したが、本実施の形態では、逆に、ＤＶＤレコーダ１０
１から当該テレビ１３１が内蔵するチューナ１３６に入力経路を切り換えた場合において
も、継続して同じ番組を視聴し得る実施例について説明する。なお、本実施の形態に係る
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テレビ１３１及びＤＶＤレコーダ１０１の各部は、上記実施の形態１における各機能に加
え、さらに、以下の機能を有する。
【０１１０】
　制御部１３４は、操作入力部１３８を介して、ＤＶＤレコーダからテレビに（即ち、デ
ータ入力Ｉ／Ｆ１３９からチューナ１３６に入力経路を）切り換える指示を受け付けると
、スイッチ１３７に対して、チューナ１３６に入力経路を切り換えるように指示する。そ
の際、制御部１３４は、コマンド入出力Ｉ／Ｆ１４０を介してＤＶＤレコーダ１０１に「
選局送信指示コマンド」を送信し、コマンド入出力Ｉ／Ｆ１４０を介して「選局コマンド
」をＤＶＤレコーダ１０１から受信する。この選局コマンドには、ＤＶＤレコーダ１０１
のチューナ１０３において選局されていたチャンネルを示すチャンネル情報が含まれてい
る。さらに、制御部１３４は、ＤＶＤレコーダ１０１から受信した選局コマンドに含まれ
ているチャンネル情報に基づいて選局を変更するようにチューナ１３６に指示する。
【０１１１】
　図５は、本実施の形態に係るテレビ１３１において、外部入力用のＤＶＤレコーダ１０
１から内蔵するチューナ１３６に入力経路を切り換えた時のテレビ１３１およびＤＶＤレ
コーダ１０１の動作を示す通信シーケンス図である。
【０１１２】
　まず、初期状態として、テレビ１３１の映像音声データの入力経路は、ＤＶＤレコーダ
１０１に設定されており、テレビ１３１は、ＤＶＤレコーダ１０１のチューナ１０３で受
信したＴＶ放送を視聴しているものとする（Ｓｔｅｐ５００）。このとき、チューナ１０
３では、チャンネルとして「１０ｃｈ」が選局されているものとする。
【０１１３】
　また、テレビ１３１のスイッチ１３７は、データ入力Ｉ／Ｆ１３９に接続されているも
のとし、チューナ１３６では、チャンネルとして「４ｃｈ」が選局されているものとする
。
【０１１４】
　最初に、テレビ１３１において、ユーザから入力経路として「テレビ」が選択されると
（Ｓｔｅｐ５０１）、制御部１３４は、ＤＶＤレコーダ１０１に対して「選局送信指示コ
マンド」を送信する（Ｓｔｅｐ５０２）。
【０１１５】
　これにより、ＤＶＤレコーダ１０１の制御部１０２は、チューナ１０３に設定されてい
る「ＣＨ＝１０」を示すチャンネル情報を含む選局コマンドを生成し、生成した選局コマ
ンドをテレビ１３１（即ち、コマンド入出力Ｉ／Ｆ１１０）に送信する（Ｓｔｅｐ５０３
）。
【０１１６】
　ＤＶＤレコーダ１０１から選局コマンドを受信したテレビ１３１は、受信した選局コマ
ンドに含まれるチャンネル情報に基づいて、チューナ１３６の選局を「１０ｃｈ」に変更
し（Ｓｔｅｐ５０４）、スイッチ１３７の入力経路をチューナ１３６に切り換える（Ｓｔ
ｅｐ５０５）。
【０１１７】
　以上の動作において、テレビ１３１の入力経路を「ＤＶＤレコーダ」から「テレビ」（
即ち、内蔵するチューナ１３６）に変更した場合でも、ＤＶＤレコーダ１０１で視聴され
ていた番組を継続して視聴することが可能となる。
【０１１８】
　なお、上記図５の通信シーケンス図においても、チューナ１０３およびチューナ１３６
で選局されている番組は、上記の実施例とは別のチャンネルであっても構わない。
【０１１９】
　さらに、上記実施の形態１～３におけるＤＶＤレコーダ１０１は、外部入力用の機器と
接続するための外部入力Ｉ／Ｆを保有し、外部入力用の機器から入力した映像音声データ
と、チューナ１０３で受信したＴＶ放送とを切り換えられるようになっていてもよい。
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【０１２０】
　また、上記実施の形態１～３に係るＤＶＤレコーダ１０１で記録再生する記録媒体は、
ＤＶＤ－ＲＡＭディスクではなく、ＤＶＤ－Ｒディスクなど他のリムーバブルメディアや
、ハードディスクのような固定メディアであってもよいし、一種類もしくは複数種類の記
録媒体の記録再生を行える記録再生装置であってもよい。また、ＤＶＤレコーダの代わり
に、エンコーダを有せず、ＤＶＤ－ＲＡＭなどの記録メディアの再生のみを行うＤＶＤプ
レーヤなどの再生専用装置であってもよい。
【０１２１】
　また、本発明に係る記録再生装置は、記録機能を有するＤＶＤレコーダ１０１ではなく
、記録機能を有しないＤＶＤプレーヤやセットトップボックスであっても構わない。
【０１２２】
　また、テレビ１３１には、データ入力Ｉ／Ｆが一つ備わっているとしたが、二つ以上備
わっていてもよい。これらのデータ入力Ｉ／Ｆは、同一の種類であってもよいし、異なっ
ていてもよい。さらに、データ入力Ｉ／Ｆに同時に接続できる機器は１台であってもよい
し、複数台であってもよい。要するに、コマンド入出力Ｉ／Ｆ１４０で受け取ったコマン
ドの送信元の機器が特定でき、かつテレビ１３１の入力経路をコマンドの送信元の機器に
切り換えられる形態であればよい。
【０１２３】
　また、データ用ケーブル１２２およびコマンド用ケーブル１２３は、一本のケーブル、
もしくは複数本のケーブルであってもよいし、複数本の信号線を束ねて一本のケーブルに
したものでもよい。また、ケーブルではなく、赤外線などの無線信号で伝送するようにな
っていてもよい。
【０１２４】
　なお、本発明は、図１に示すように、上記放送番組表示装置における特徴的な構成手段
を備える集積回路１４１（一点鎖線で囲った範囲）として実現したり、上記記録再生装置
における特徴的な構成手段を備える集積回路１１４（一点鎖線で囲った範囲）として実現
することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１２５】
　本発明は、放送番組表示装置（テレビ）における映像音声データの入力先を記録再生装
置に切り換えた時に、記録再生装置で、それまで放送番組表示装置で視聴していたものと
同じ番組を自動的に視聴できるようにする放送番組表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２６】
【図１】図１は、実施の形態１の放送番組表示システムにおけるテレビおよびＤＶＤレコ
ーダの機能構成の一例を示すブロック図である。
【図２】図２は、実施の形態１におけるテレビにおいて、外部入力用の機器としてＤＶＤ
レコーダを選択した時のテレビおよびＤＶＤレコーダの動作を示す通信シーケンス図であ
る。
【図３】図３は、実施の形態１におけるテレビの表示部に表示される画面の遷移例を示す
図である。
【図４】図４は、実施の形態２におけるテレビにおいて、外部入力用の機器としてＤＶＤ
レコーダを選択した時のテレビおよびＤＶＤレコーダの動作を示す通信シーケンス図であ
る。
【図５】図５は、実施の形態３におけるテレビにおいて、外部入力用の機器としてＤＶＤ
レコーダを選択した時のテレビおよびＤＶＤレコーダの動作を示す通信シーケンス図であ
る。
【符号の説明】
【０１２７】
　　　１００　　放送番組表示システム
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　　　１０１　　ＤＶＤレコーダ
　　　１０２　　制御部
　　　１０３　　チューナ
　　　１０４　　記録再生部
　　　１０５　　エンコーダ
　　　１０６　　デコーダ
　　　１０７　　操作入力部
　　　１０８　　スイッチ
　　　１０９　　データ出力Ｉ／Ｆ
　　　１１０　　コマンド出力Ｉ／Ｆ
　　　１１１　　ＤＶＤ－ＲＡＭディスク
　　　１１２　　データ処理部
　　　１１３　　アンテナ
　　　１１４　　集積回路
　　　１２１　　アンテナ
　　　１２２　　データ用ケーブル
　　　１２３　　コマンド用ケーブル
　　　１３１　　テレビ
　　　１３２　　表示部
　　　１３３　　スピーカ
　　　１３４　　制御部
　　　１３５　　データ処理部
　　　１３６　　チューナ
　　　１３７　　スイッチ
　　　１３８　　操作入力部
　　　１３９　　データ入力Ｉ／Ｆ
　　　１４０　　コマンド入力Ｉ／Ｆ
　　　１４１　　集積回路
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